
様式第２号

（　ふ　り　が　な　）

患者氏名

病名　(注1)

　１　帝王切開　（　　有　　・　　無　　）

　２　分娩誘発　（　　有　　・　　無　　）

　３　食事療法　(　　　　　　　　　食　　　　　　　　　日間）

　４　薬物療法　（薬剤名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　５　手術療法等　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　６　その他    (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

入院期間　(注3)

証明時妊娠週数

（分娩年月日）

　１　妊娠高血圧腎症

　 ①　高血圧　（　　　　　　　　／　　　　　　　　ｍｍHｇ）

　 ②　蛋白尿　（　　　　　　　　　　　　　　　ｍｇ/日）

　２　妊娠高血圧

　３　加重型妊娠高血圧腎症

　４　高血圧合併妊娠

　５　その他関連疾患　（子癇 ・ 妊娠高血圧症候群に関連する中枢神経障害 ・ 

HELLP症候群 ・ 肺水腫 ・ 周産期心筋症）

　６　妊娠糖尿病　（75gOGTT）　 （空腹時血糖値：　　　　　　　mg/dl）

（1時間値：　　　　　　　　　　 mg/dl）

（2時間値：　　　　　 　　　　　mg/dl）

　７　妊娠中の明らかな糖尿病 （空腹時血糖値：　　　　　　　mg/dl）

（HbA1c値：                      ％）

　８　糖尿病合併妊娠

　９　貧血　（血色素量　　　　　　　　　　g/dl）

 10 産科出血による輸血等の応急処置　（　有　　・　　無　）

 11 心疾患　

　（心不全・肺水腫・心内膜炎・心房細動等の不整脈・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　））　

備考　(注4)

上記のとおり証明する。

　　　　　    　　　年　　　　月　　　　日

名 称

医療機関 所 在 地

医師氏名

（注） １．「病名」については，該当する病名を○で囲んでください。
　　　 ２．「入院中の医療」については，該当する文字を○で囲み，（　）内には必要事項を記入してください。
　　　 ３．入院開始後２１日を経過しても退院に至らない者については，「入院期間」の最終日を２１日とし，２１日間
　　　　　 の入院期間に係る証明をしてください。

　　　 ４．患者が死亡した場合は，「備考」に死亡年月日を記入してください。

妊娠高血圧症候群　 ・　 糖尿病　 ・　 貧血　 ・　 産科出血 　・　 心疾患

　　　　年　　　月　　　日～　　　　　　　　　　年　　　月　　　日（　日間）

妊娠高血圧症候群等療養証明書

生年月日 　　年　　　月　　　日　

入院中の医療
(注2)

　妊娠満　　　　　　　　週　 （         　   年　　　月　　　日　分娩）

症状等



別表１

症　　　　　　候分　　　　　　類

（注１）　妊娠高血圧症候群の病型分類は，日本産科婦人科学会による妊娠高血圧症候群の定義・分類（2018）による。

（注２）　妊娠糖尿病及び妊娠中の明らかな糖尿病の基準については，日本糖尿病・妊娠学会と日本糖尿病学会との合同委員会の診断基準
　　　　　（2015）による。

妊娠高血圧症候群等療養援護費支給対象者認定基準

（２）妊娠高血圧

妊娠２０週以降に初めて高血圧を発症し，分娩１２週までに正常に復する場合で，か
つ（１）に該当しないもの。

 ※ 高血圧：収縮期血圧１４０ｍｍｈｇ以上または拡張期血圧９０ｍｍｈｇ以上

（４）高血圧合併妊娠 高血圧が妊娠前あるいは妊娠２０週までに存在し，（３）を発症していない場合。

（５）関連疾患
子癇 ・ 妊娠高血圧症候群に関連する中枢神経障害 ・ HELLP症候群 ・ 肺水腫 ・ 
周産期心筋症

（１）妊娠糖尿病

７５ｇOGTTにおいて次の基準の１点以上を満たした場合
① 空腹時血糖値　　≧９２ｍｇ/ｄｌ　　　 （５．１ｍｍｏｌ／Ｌ）
② １時間値　　　　　 ≧１８０ｍｇ／ｄｌ　　（１０．０ｍｍｏｌ／Ｌ）　
③ ２時間値　　　　　 ≧１５３ｍｇ／ｄｌ　　（８．５ｍｍｏｌ／Ｌ）

（２）妊娠中の明らかな糖尿病
次のいずれかを満たした場合
① 空腹時血糖値　　≧１２６ｍｇ/ｄｌ　
② ＨｂＡ１ｃ値　　　　 ≧６．５％

（３）糖尿病合併妊娠
① 妊娠前にすでに診断されている糖尿病
② 確実な糖尿病性網膜症があるもの

3 貧　　　　　血 血色素がおおむね８g/㎗以下のもの

4 産　科　出　血 産科出血により出血多量で輸血その他の応急処置を必要とするもの

5 心　　疾　　患
先天性あるいは後天性の心疾患を有し，心不全，肺水腫，心内膜炎，心房細動等の
不整脈等病態の悪化が認められるもの。
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（１）妊娠高血圧腎症

① 妊娠２０週以降に初めて高血圧を発症し，かつ蛋白尿を伴うもので，分娩１２週ま
でに正常に復する場合。
② 妊娠２０週以降に初めて高血圧を発症し，蛋白尿を認めなくても以下のいずれか
を認める場合で，分娩１２週までに正常に復する場合。
　・ 基礎疾患のない肝機能障害（ALTもしくはAST＞４０IU/L，治療に反応せず他の診断が
つかない重度の持続する右肋部痛もしくは心窩部痛）
　・ 進行性の腎障害（Cr＞１．０ｍｇ/ｄL，他の腎疾患は否定）
　・ 脳卒中・神経障害（間代性痙攣・子癇・視野障害・一次性頭痛を除く頭痛など）
　・ 血液凝固障害（HDPに伴う血小板減少【＜１５万/μL】　・　DIC　・　溶血）
③ 妊娠２０週以降に初めて高血圧を発症し，蛋白尿を認めなくても子宮胎盤機能不
全（胎児発育不全・臍帯動脈血流波形異常・死産）を伴う場合。

 ※ 高血圧：収縮期血圧１４０ｍｍｈｇ以上または拡張期血圧９０ｍｍｈｇ以上
 ※ 蛋白尿：２４時間尿を用いた定量法で１日３００ｍｇ以上
                 または随時尿でP/C比が０．３ｍｇ・ｍｇ・CRE以上

（３）加重型妊娠高血圧腎症　 

① 高血圧が妊娠前あるいは妊娠２０週までに存在し，妊娠２０週以降に蛋白尿，基礎
疾患のない肝腎機能障害，脳卒中，神経障害，血液凝固障害のいずれかを伴う場
合。
② 高血圧と蛋白尿が妊娠前あるいは妊娠２０週までに存在し，妊娠２０週以降にいず
れかまたは両症状が憎悪する場合。
③ 蛋白尿のみを呈する腎疾患が妊娠前あるいは妊娠２０週までに存在し，妊娠２０週
以降に高血圧が発症する場合。
④ 高血圧が妊娠前あるいは妊娠２０週までに存在し，妊娠２０週以降に子宮胎盤機
能不全を伴う場合。
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